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大丸　　衣服標本属性論

衣 服 標 本 属 性 論

ＭＣＤ 標 本 シソー ラス

１ 固 有 属 性

大 丸 弘＊

On the Attributes of Clothing Specimens

Hiroshi DAIMARU

   This paper explains more fully the advantages obtained 
by combining the attributes of clothes, the concepts of which 
have been explained previously  [DAIMARU 1982:  4]. Also, by 
coding each attribute, it is not necessary to name the various 
types of clothing. 

   These codified attributes are; 

A. Color 
   1. white 2. grey 3. black 4. red 

   5. brown and orange 6. yellow 7. green 
   8. blue 9. purple 10. plain 

B. Height (cm) 
   1.  ,30 2.  3050 3.  5080 4.  80120 5.  120, 

C. Shape 
   1. pants  • Hakama style 2. skirt  • loin cloth style 

   3. cylinder style 
   4. envelope style (open from top to bottom) 

   5. poncho style 6. various forms of cloth 
   7. with sleeves 

D. Texture 

   011. fabrics with supplementary decorative warp or weft 

          yarns 
   012.  Ikat  type

＊国立民族学博物館第５研究部

５３３



国立民族学博物館研究報告　　９巻３号

         013. rep 

         021. gauze weaving 

         022. tapestry weaving 

        023. pile weaving 

         024. other types of weaving 

         03. knit  • net-made with one ball of string or yarn 

         04. plating  • sprang  • bobin lace-made with more than 

             two balls of string or yarn 

         05. felt 

         06. embroidery, quilting-including Sashiko, shirring, 

              darning 

        07. wadding, padding 

         08.  applique by soft material-including reversed  applique 

         09.  appliqué by hard material-including strange button 

         10. decorative hem finishes-including fringe, attached 

               lace 

         11. special-processed yarn, uneven thick yarn-including 

              pongee 

         12. coating-including foil, fixing with paste 

         13. stain, fading-including perspiration 

         14. damage-including repairs 

         151. wrinkles 

         152. fold, flat pleat 

         153. stretched condition 

         154. pressing 

         155. napping 

         16. name of pattern 

      F. Construction technique 

         011. distinctive seamline 

         012. seamline on the waist 

         013. having cap sleeve line 

         02. having gore 

         031. type of seam 

         032. with sewing machine in all or some places 

         04. layered-attached by stitching or other methods using 

              2 or more types of cloth in all or some areas 

         05. type of neckline-including area around neckline 

         06. type of collar 

         07. sleeves-including those only without set-in sleeve 

         081. having curved cutting line 

         082. having curved side line 
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083. angle of inclination of shoulder 

09. having darts 
101. shrinking for proper fit and easy movement, without 

     affecting the cap sleeve and stretching 
102. shrinking for proper fit and easy movement on the 

     cap sleeve 
111. gathers, tucks, pleats, without affecting gathers etc. 

     on the cap sleeve or waist 
112. gathers etc. on the cap sleeve 
113. gathers etc. on the waist 
12. distinctive treatment of the edges of clothing (including 

     lower sleeve edge, hem line) 
13. tuck for shortening 
14. distinctive treatment of the direction of cloth 
151. overlapping of each body piece 
152. having fastening at the point of overlapping body 

     pieces 
16. solid constructive piece in the garment

序 　 　論

衣服属性表の目醜

衣服の概念

衣 服 名

方 　 　法

本 論 （予備属性表の検討）

結　　　論

　標本検索における衣服属性表の位置づけ

　衣服属性表　　固有属性Ａ～Ｆ一

序 論

　 衣 服属性 表 の 目的

　 この属性表の目的は，官用情報カー．ドの目的となん ら異なるものではな く，その機

能を補 うものである。

　民博標本資料に付随する情報は，最低 ６枚のシー トで構成する情報カー ドと，標本

資料室の作成する点検基本情報カードにすべてもりこまれる。

　 この二種類の情報カードのうち，前者 （以下情報カードと称す）の場合，記入法の

標準化をはかることがむずか しいことや，記入の精粗にムラのあることはどうしても、

避けられない。一方後者 （以下点検カー ドと称する）の場合は，もの自体に関する情

報はより精密に記入される部分もあるが，もともとこのカードの目的が，標本資料の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５３５
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保全管理にあるので，全体 としては，研究者の必要とするような種類の情報を，提供

しうるものでないのは当然である。

　衣服属性表はこれ らにたいして，衣服研究者の，研究を目的としての情報検索に対

応すべ く作成する，第三の情報カードである。その効果の最大のものは，対象範囲を

衣服にかぎることによって，情報カードにおいては不可能な，衣服に独自の諸属性の

抽出と，記入の標準化を可能にする点であろう。

　そこで生ず る問題は，その標準化の内容一 すなわち，記入される属性が具体的か

つ微視的になればなるだけ，かぎりなく数えあげられる属性のうち，なにをとり，な

にを捨てるかという，その選択の論理である。

　本稿において私は，その選択の論理を縷述するのであるが，選択の基底は，服装専

門家の現時点における研究的関心の実際的傾向である。研究的関心の現状をとらえる

ためにもちいた手毅については，研究法において具体的に説明する。

衣 服 の 概 念

　本属性表が対象 とする標本は，常識的な呼称でいえば，布地 ・衣服 ・装身具の三種

類である。民博の標本資料では，これらを衣類 といういいかたで総括 し，その大部分

は衣類特別収蔵庫に保管されている。前稿 ［大丸　 １９８３：６７］では，私はこのうち，

“衣服”のみを属性表の対象とするとのべた
。　けれども標本資料全体の点検 と試記入

の経験をかさねた今，衣服を布地や装身具 と区別する作業は，厄介なわりには意味が

うすいと，おもうにいたった。

　布地と衣服との区別は，腰布や巻衣のような無縫衣の系統において，とりわけ困難

である。属性分析 においては即物主義がたてまえであって，着用目的や着装法につい

ての情報が付随していたとしても，それはひとまず無視する。そうなると，布地であ

って身につける可能性のないものはほとんどない。

　装身具の場合は副飾品とよぶこともあるように，からだにつけ，あるいは覆 うもの

のうちで，従たるもの，という性格 とされている。しか し主か従かという判断は，見

方次第だともいえる。

　そこで私はこれら布地　　衣服一 装身具をべつべつに括ることは避け，その属性

をとりだすことにより，それ らの属性の組合せで，それが大体 どんなものかを，つか

ませるようこころみた。すなわち本稿でいう衣服とは，身につけ，あるいは持つ可能

性のあるもののほとんどをふ くめている。この観点は産業分類ないし商品分類的な，

生産 ・流通の側からのものではなく，使用する人間の側からのものである。布（一型衣
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服）・衣服 ・装身具と一般 に類別される標本は， これに化粧用品をあわせて， 人間の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　

個体保全における物的補助手段のうち，肉体につけるという共通の機能をもつ もので

ある。人間の日常的生態のなかでは，こうした類別は，その類別を理由づけるだけの

個々の付加的機能の，通文化的固有性をみいだしにくい。じっさい装身具ということ

ば自体，通文化的な一般性をもつ ものではないのである。

衣 服 名

　標本資料の利用において，一般にさいしょの手がかりとなるのは衣服名である。民

博標本の場合は標本名である。しかしこの標本名が，検索の手がかりとしてはそれほ

ど頼 りにできない理由を，私 はすでに前 稿 ［大丸　１９８３：６５－６８］において くわ しく

のべた。本稿でそれをくりかえすことは避けるが，属性表構成のための資料として，

衣服標本資料の命名法の傾向を分析 してみよう１）。

　 リス トによると標本名総数は１６，０８０である。このうちで衣服がどのくらいになるか

は，正確にはだれにもわか らないのが現状である。そのいちばん大 きな原因は，標本

名を現地名だけで記入 した場合，その地域の専門家か現物を見たひとでないかぎり，

それが衣服であるのかどうかの判断がつかない場合があるためである。情報カードへ

の記入法としては標本名と現地名とははっきりと区別され，べつべつに記入するよう

になっているのであるから，現地名を標本名として記入することは記入 ミスともいえ

る。 しか しそういうことになりがちな理由はある。それは標本名における統制，すな

わち標準化が行われていないため，どんな標本名をつけてよいものやら，判断にくる

しまねばな らないからである。

　 こうした収集者が自由に命名 した衣服名は４００種弱であった。

　前稿でものべたように，衣服名は人間の姓名とはちがい，身分や肩書 にちかい性格

であるべきで，その衣服が大体どういうものであるかをさししめす必要がある。 しか

し逆にあまりに説明的で細分化 して しまうと，使いにくく，命名も困難になってくる

［大丸　 １９８３：６８］。 衣 服標本 名のほとんどは，要するにさまざまの基準の中のひと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

つふたつの観点か らのみ，それが どんな ものであるかを説明 しようと，意図 した もの

だ といえるだ ろう。

　 民博の衣服標本名 に関 していえ ば，単一 の基準か ら標本名をきめる場合 ，命 名者 が

もっとも着 目す る属性は， 着 用目的に関す るものである （表 １）。 これ につづ いて は

１）以下の考察は，この調査を開始 した時点までに入力済みであった標本資料の品名にもとつい

　 ている。

　　『民博標本管理カー ド品目リス ト』１９８２年 ４月２７日現在。
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表１　 民博標本資料品名リストより　着用目的に関連する衣服標本名

仕事着
衣冠用沓
磯ワラジ
イワイモーシギ
上 靴
上ばき
運搬用頭あて
沖着物
沖手袋
田下駄
男盛装衣
男山着物 女山着物
踊り用飾り
織物ヲスル時用ウル帯
女喪装頭巾
子負いじゅばん
カヤック上衣 カヤックの上衣

狩着 カリギ
外出用覆衣
キャンディアンダンス衣裳
儀礼用衣服
元服用衣服
作業衣 作業服
仕事シヤツ
女子正装
女子喪装頭巾
晴天用皮靴
戦闘用頭飾り
喪 鮭
大漁着
ダンスガーター
つつびき湯上り

手習服型見本
士族婦人の通常夏服地
ドンサ （暖房着）
寝間着
農楽服
農民服型サウナ着
機織用腰当
花祭用衣裳
火防頭巾
ふだん着

舞踊衣裳
防寒着
舞祝着
夜 着
ヤシノ木登り用帯
山 袴
四つ舞上着 四つ舞裁着
猟師ノ帽子
礼冠 礼服
労働用シャツ

遊び着
磯 着
イワイギ
うちぐつ？
ウミユキモンペ
結婚衣裳 婚礼衣裳
運搬用ヘッドリング
沖みの
屋内靴
外出着
男喪装鉢巻
男旅行着
踊り用装飾品
女工作帽
飾り帯 （舞ｉ踊用）
割礼用腰みの
唐織能装束
貫頭型労働服
絹地縞子供晴着
儀礼用衣裳
競馬服 （子供用）
祭礼用宮中楽士服一式
作業モカシン
巡礼衣服
女子晴衣 晴着
女性衣裳 （儀式用）
戦闘服
戦 服
椿ｉ曳用肩当
大吹打服一式
チェクタ踊りの衣裳一式
つね着

手袋 （乗馬用）
士族婦人の冬用通常服
夏用の田で着るミノ
農学服
農作業衣
農良着
花の舞衣裳
晴着葬礼用衣服
副葬用脚衿
舞踊用衣類
奉納用草鮭
防湿衣
三ッ舞上着
喪 服
山着物
雪 袴
漁 帽
旅行着
労働着

着用者 （性別 ・身分 ・職業など）に関するものである （表 ２）。 私の印象としては，

命名法におけるこうした生態論的傾向は民博の特色である。属性のうちでもこれ らの
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表２　民博標本資料品名リストより　着用者に関する衣服標本名

赤ン坊

祝女のズキン

オトコギ

小原女帯

官妓ノ帽子

既婚婦人服上下

鷺舞の装束

少女の前だれ

消防伴天

神官衣裳

女衣 女子衣

女児衣

僧 衣

大吹打執事服一式

頭目頭飾 、

鳴神儒神 （等）

火消上衣

百姓用腰あて

牧夫用マント

巫女腰帯

巫人用抱杉

未婚女性が髪につり下げる紐

ラマ僧服

老婦人用帽子

女 服

男上衣

大人用チョッキ

耕子供着物

既婚者用上衣

子供着

死人用靴

小児衣類

使令笠

儒生之冠

女子子供服

角力用衣裳

僧の身の回り品セット

男 衣

鳴神衣裳

称宜上衣

羊飼い用のマント

平民婦人冬期用通常服

纒頭巾

男巫用長杉

未婚人用ワンピース

娘用裳

老女ノ指環

若用陣羽織

基準は外的属性であって，物質としての衣服に固有のものではない。衣服の専門研究

者による命名法，ないし分類においては，こうした生態的な，外的属性を主要な基準

にとらないのがふつうである。そのもっとも大きな理由は，用途や着用者には，いく

つかの意味で，不確定的な要素がはいりやすいと考え られるためである。

　民博衣服標本名の第三の命名基準は，着装法に関してである。着装法という場合に

は三つの観点があって，それはつぎのとおりである。

　 ｉ） からだからみて，内側か外側か，という点にもとつ く命名

　ｉｉ） 着脱のさいの衣服の扱いかた，あるいは動作にもとつ く命名

ｉｉｉ） 衣服が覆う，あるいは衣服をとりつける，からだの部分にもとつ く命名

　 これらのうちｉ）ｉｉ）は，狭義の着装法である。着装法 もまた，生態的属性とはすこ

しちがう意味でだが，不確定的部分がある。より正確にいえば，着かたもまた人間の

生態のまぎれもない一部であるから，その分だけ不確定的だといえようか。したがっ

て上着とか下着とかいう命名は，無用な混乱のもとになることが多い。
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　着装法のｉｉｉ）は，衣服専門家が服種区分において一般にもっとも重んずる点で，現

代の海外の ｔａｘｏｎｏｍｙ でも，これを分類の主要基準としているものが多い２）。 ただ

し，からだの部分，またその組合せにより衣服が区分できたとしても，からだの部分

名のなかから適当な呼称がえられるかどうかは別問題である。そこで慣用名に独自の

定義を与えるか， “胸腰衣”式の新案語を数かぎりなくつ くることにより，かえって

あたらしい混乱をうみだしかねない。一般にこの方法による命名法は，体幹部につい

てはやりにくいものである。

表３　 民博標本資料品名 リス トより

　　　主として着装法 ・布地特性 ・大きさ ・構造に関連する衣服標本名

Ａ・着装法

上衣 ・着

上っ張り

うちぐつ？

着

袴

表

下

単衣表衣　　婦人服上下　　内衣　　外衣

婦人用表袴　　婦人用裏袴　　下衣　　編あげ靴

Ｂ．体の部分との関係

　 首飾　　腰飾　　腰布　　足飾　　足かせ　　足首飾　　足首輪

　 頭・背中用皮　　頭当　　頭帯　　頭かくし（ヴェール）　　 腕輪

　 腕当　　腕飾　　腕枷　　腕貫　　腕のバンド　　オコシ　　女用足衣

　 耳飾　　胸飾　　踵当　　肩当　　肩掛　　肩飾　　髪飾　　髪どめ

　 くちびる飾り　　コシアテ　　刺子中着　　轡当　　白木綿胸当　　親趾環

　 腰下り　　こめかみの下げ飾り　　すね当　　脛環　　頭巾　　頭上飾り

　 背中当　　爪掛　　爪先当　　手覆　　手首当て　　手甲　　頭衣　　鼻飾

　 鼻輪　　膝飾り　　額飾り　　耳覆　　耳飾　　肩布

Ｃ・大きさ

　 短衣　　長衣　　長靴

　 長着　　長嬬衿　　長袴

　 短着　　丈長外衣

大笠　　大傘　　刺子短着　　長襲　　長診

　半着　　半コート　　半儒衿　　半歓長診

Ｄ．素材 ・色・柄

　 アツシ （衣）　　 草履　　色袴　　紙衣　　紙布　　革服　　皮服

　 切伏文 （衣）　　 魚皮衣　　黒衣　　黒地衣　　碁盤縞衣　　刺繍衣

　 白無垢　　すげ笠　　杉笠　　草衣　　総絞り着物　　花模様衣　　羽冠

　 芭蕉衣

Ｅ．構造

　 袷 内側小羊皮民族服

　 袖 袖なし 袖飾

　 単衣着物　　婦人用裏袴
　 ワンピース

　裂き織袖無衣

鉄抱袖袷短衣

　繧袖袷仕事着

　刺子袖なし　　女子長袖単衣

長袖着物雛形　　半袖袷短衣

　継衣　　綿入れ丹前

２）本 稿 で 引用 す る ＩＣＯＭ 　Ｍ ｕｌｌｅｒ－Ｌａｎｃｅｔお よ び Ｍ ｕｓ６ｅ・ｄｅ・１’Ｈｏｍｍｅの ｔａｘｏｎｏｍｙ は ， いず

れ も未公 刊 の もの で あ るが ，そ の 内 容 の紹 介 と分 析 は，昨 年 高橋 に よ って行 わ れ て い る 。高 橋

晴子 「海 外 に おけ る服 装 お よ び服 装 関 連標 本 資 料 シ ソー ラス」 『日仏 図書 館 研究 』 ９［１９８３，４］。
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　第四の命名基準は布地の性状，すなわち，素材 ・色 ・模様 ・装飾加工法による方法

である。この場合は素材にせよ模様にせよ，一見 して目を惹 くようなたぐいの，特色

をもつものに命名されるのがふつ うである。とすれば，“色袴”などという標本名は，

いくぶん無責任な名づけかたであろう。

　第五の命名基準は大きさである。狭義の衣服についていえば，着丈に限 られている。

短衣 ・半衣 （一着）という場合は， ほぼ腰のあたりまでであるが，長衣 ・長着 ・丈長

一 等という場合は膝のあたりまでから，曳裾までをふ くめて用いている。その点で

あいまいな基準であるといわねばならない。

　第六の命名基準は構造を主としてみたものである。もっともそのほとんどは袖に関

するものであった。構造にもとつ く衣服名 としては，単 ・袷 ・綿いれ ・テーラー ドジ

ャケ ットなどなどありうるのだが，命名者すなわち大ていの場合収集者の，関心のあ

りかたが，構造的属性にたいしては薄いのでもあろうか。第三以下の基準が，命名の

単一の，あるいはおもな要素となっている標本名は，表 ３に示す。

　以上に示 したように，衣服名とされ，また現に使われているもののほとんどは，衣

表４　民博標本資料品名リストより　属性並記的あるいは説明的標本名

アイヌ藍染麻地仕事着

一本歯下駄

踵付スリッパ型藁製履物 （１足）

髪の下につけるもの

キッネの頭毛皮を利用した壁掛け

木の一端を削って顔を描く （１対）

薬 （マラリアヲ治ス薬）

国旗棒の上の丸

自然木の枝を割った棒

小児の小便をうける道具

ソバウドンをゆでる時に用ふるもの

象の足の置物式物入れ

長いひも

マニオクのパ ンを焼くのに用いるヘラ

未婚女性が髪につり下げる紐

綿地っっびき夜着

木製長方形掲鉢

木製鉄砲袖接ぎ身頃継衣

紋付小紋着物

椰子の実割棒

結髪ノ両端二附スル布片

指ではじく楽器

老僧仮面ノかぶり物

浅黄地白斑点模様衣

犬ぞり用の胴バンド

刀の鞘ノミ

革帯ノ付属かな

狐の頭に下げるもの

儀式ノトキ用フルモノ

創 リの深さ計測具

先の尖った棒

支那人間に於ける婚礼招待状

神社二具ヘテアルモノ

象の悪 しき幽霊

馴鹿の鞍に荷をつけて運ぶもの

晴着用ワンピースの下に着るワンピース

丸形放射状平編み筑蓋

綿地耕子供着物

木製剤り抜き背負甕

木綿鉄砲袖肩接ぎ単衣

木綿布藍ローケツ染スカート

椰子の実利用柄杓

椰子の実汁液ヲ取 リ道具
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服のもつ多 くの属性のなかの，ひとつふたつだけをとりだしたにすぎない。 しかもそ

のとりいだしかたが，その衣服の持つもっとも重要な，もしくは顕著な属性ともいえ

ないのではないだろうか。

　衣服の呼称をある意味で標準化 しようとしたものに， “紅地綴子芦水鳥文様縫箔小

袖”といった，工芸史で慣用 されてきた命名法がある。必要 と考えられる属性を，一

定の ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎに統制 して，一定の順序で並記するこの方法は，それがどんなもの

表 ５　 民博標本資料品名リストより　 衣服における同義語グループ

足 首 輪 足 首 環

足 半 ，足 半 草 履

足 輪 ，足 輸 ， 脚環

腕 輪 ， 腕輸 ，腕 環

頭 当 （て）， 頭 当 ，頭 飾 ， 頭 か くし （ヴ ェー ル），頭 飾 り，鉢 巻 ， 頭 を巻 く布 ，頭 巻 ，頭 巻 飾 物

イ ヤ リング ，耳 飾

上 衣 ， 上着 ， 表 着

運 搬 用 頭 あて ， 運搬 用 ヘ ッ ドリ ング

毛 皮 襟 当 て， え りあ て， 襟 飾 り，飾 り襟 ，か え 襟

オ ーバ ー ， オー バ ー コー ト

腿 引， 股 引

鈎 ，鍵 ，鉤 ，か ぎ

肩 当 ，肩 掛 ，肩 飾

くびか ざ り， くび か け

革 沓 ， 革 靴 ，革 履 ，皮 沓 ，皮 靴 ，皮 履 ， 革鮭 ， 皮 鮭

布 ，布 地 ，生 地 ， 生地 見 本 ， 布 切れ

腰 下 げ， 腰 当 ，腰 覆 ，腰 飾 ， 腰 纒 ，腰 衣 ，腰 布 ， 腰巻

結 婚衣 裳 ， 婚礼 衣 裳 ， 婚礼 服 ， 婚礼 用

前 だ れ， 前 掛 ， エ プ ロ ン，前 び き

下衣 ，肌 着 ，下 着 ， 内 衣

下 ば き，パ ン ツ，パ ンテ ィ

肚 帯 ，腹 巻 ，腹 当， 腹 掛 ，腹 締 ，胴 締 ， 胴着

シ ャ ツ， シ ヤ ッ， シヤ ツ ツ

シ ミー ズ， シ ュ ミーズ ， シユ ミーズ

印 絆天 ， 印伴 天 ，胸 当 （女 子）， 胸 掛 け， 胸 衣 ，胸 飾 ，

頭 巾， 頭 布， タ ーバ ン， タ ー バ ン布

チ ャ ンチ ャ ン コ （ち ゃん ち ゃん こ），胴 着 ， 胴衣 ，短 着

手 首 当て ，手 甲，て こ， テ ゴ

手 さげ袋 ，手 サ ゲ袋 ， 手 提 げ袋 ， 手提 嚢 ，手 さ げ用 袋

ス カー フ， シ ョー ル

ヘ ッ ドバ ン ド， ヘ ア ーバ ン ド

ベ ス ト， チ ョ ッキ ，袖 な し

マ ン ト， マ ン トル ， マ ン トレ

紋 付 小 紋 着物 ， 紋服
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かをさししめすためには，もっとものぞましい手段であろう。 しかし残念なことに，

世界のあらゆる文化を対象とした場合には，まず第一にわれわれがうけ継いできたよ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　の　　　　

うな統制語では，とてもまにあわない。民博衣服標本名中にも，親切な，説明的な標

本名が数多 くみいだされる （表 ４）。 これらのなかには， いかにもくるしまぎれのも

のもあるが，概念なり用語なりが未統制の状態での，素朴な分析的命名法とみること

もできる。

　ところでいうまでもなく，概念の統制と用語の統制とはべつの問題である。これま

でに紹介 した民博標本の命名に関しては，このふたつの点での混乱があることになる。

　概念の統制にくらべると，用語の統制あるいは代表語の選定には，論理以外の要素

がはいりこんで くる可能性が多い。日本語の場合にはこれに用字の選択もからみ，命

名者や筆記者の思い違いや誤字までもふくめて，ことのほか厄介な問題になっている

（表 ５）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　衣服属性表あるいは衣服属性コー ド表は，分析的標本名のもつ長所を，さらに徹底

化 しようとするもの，ともいえる。コー ド化という方法によって，私は広義の衣服以

下の標本名を一切用いないことになる。また大部分の，とくに主要な属性については，

これもコー ド化の結果，代表語の選定は不必要となる。どのような衣服かということ

は，コー ドの組合せによって示される。したがって以下で論ずるのは，選択される属

性をどのようなものとするか，またその個々の属性の概念内容に関してである。

　本稿は衣服の諸属性中，固有属性のみについて論 じ，また Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ項中，狭義の

衣服以外に関する属性 も，つぎの機会にゆずった。

方 法

　　 １） 第 １次点検 と予 備属性表

　１９８２年 ９月より１２月の４か月間にわたり，われわれは衣服標本約１５００点の撮影を行

った。この１５００点という数は，衣類特別収蔵庫 （以下特別収蔵庫という）に保管され

ていた標本中，日本以外の全地域の衣服である。ただし装身具と，布地の大部分は対

象 としなかった。 また展示中の標本 および少数の貸出中の標本もこの時点では省い

た。延べ ３６０時間におよんだ撮影と並行 して，われわれは標本を観察し，討論をかさ

ねて，これにつづ く第 ２次点検のためのチェックポィントを整理 した。このさいの作

業協力 ・助言者は，飯田 ・出雲 ・伊藤 ・大原 ・加藤 ・高橋 ・守安である。こうしてえ

らんだデータを基礎に作成 した予備属 性表は，すでに公表ずみである ［大丸　１９８３：
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６５－７４］。

　　 ２）　 第 ２次 点 検 と本 属 性 表

　１９８３年 ４．月か ら１９８４年 ４月まで，第 １次点検 と同様 のたてまえで，衣服標本約１１００

点の分析 と，予備属性 コー ドによるワーク シー トへの記入を こころみた。 この ワーク

シー一　５はすでに Ｍ ＣＤ （民博 コスチ ューム ・デ ータベース） の入力 において使用 され

ているもの で，ＪＡＣＩｓ 等館内で作成 され るデータベースの規格 の標準化のために，

あ らか じめ調整ずみの ものである。点検 ・記入者は，酒 井 ・守安 ・奥 田で あった。点

検の過程 で，作業者か らも属性表の不備につ いての指摘 がい くらかあ ったが，それと

はべつに， とくに構造技術 の専門家 によ って，構造技術 マークのなかの概念 について

の，多 くの問題点の指摘があった。そのさいの助言者 は，嶋 ・高橋 ・野 中 ・森本であ

る３）。 これ らの助言を参考 に，え られた諸 データを勘案 して作成 したのが，本属性表

であ り，本稿 の結論 として，５６６頁以下 に示 す。

　 なお， この属性表が一部 をのぞいては，分類で はな く，点 の組合せで構成 され る，

キーワー ド方式で あることを，まず ここで強 く前提 しておきたい。

本 論 （予備属性表の検討）

Ａ． 主 色 マ ー ク

予備属性表における色彩 の指示 は，Ａ．主色マー クと して下記 の とおりであ る。

　１． 白 （３３４）　 　 ２． ねずみ （２２）　 ３．黒 （１９７）　 ４．赤 （１０９）

　５．茶 と榿 （１２３） ６． 黄 （４０）　 　 ７．緑 （３５）　 ＆ 青 （９６）

　９．紫 （３２）　 　 １０． 多色 （６１４）

　　　　　　　〔（ ）内 は１，０６５点の点検終了段階における出現数。以下同 じ〕

　点検中にでた問題は，“支配的な”色と，誘目的な色とがおなじではない， という

ことである。たとえば黄地に赤い銭型文が散布 しているようなとき，面積のうえから

は黄色が支配的であっても，文様の赤の印象が非常につよい。これを ６。黄色 でとっ

てよいかどうか，という疑問であった。

　色をマークする目的のなかでももっとも重要なことは，ある民族の，特定の色への

嗜好偏向に関連する問題であるとか，ある色の染料および染色技術についてであろう。

このような目的で検索する場合，使用されている色はなるべ く落さない方がよい。点

３）上記の助言者 ・作業協力者については，巻末に紹介する。
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検の結果 をみると，１０．多色 の比率 が大変大 き く，おそ らく検索者 の必要 とす るた く

さんの色相 が， ここになげこまれてい るにちがいない。
　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 そこで主 色 という考えかたを捨て，めぼ しい色 はすべて とりだす。その結果 として

１０．多色 項 は要 らな くな るので， これを １０．無地 とす る。 無地 とは単色の ことであ

る。色をすべて とりだす とい っても，色 としての誘 目度が ご く低 く， いいかえれ ば認

知閾 に達 しないような色までは とるに及 ばないので あるが，それで もた とえば浅葱 の

鮫小紋 のよ うな場合， ８．青 ではとって も，けっ して無地 とはならない。

Ｂ． 背　丈　区　分

予備属性表における背丈区分は下記のとおりである。

１． ３０ ｃｍ 以 下 （６８）　 ２． ３０～ ５０　ｃｍ （１７３）　 ３． ５０～ １００　ｃｍ （６６９）

４． １００ ｃｍ 以 上 （３７８）

　属性表中ではこの 目のみが，分類区分を用 いて いる。丈 の区分を とる目的は，ジャ

ケ ッ ト・ブ ラウス類 と，コー ト・ワ ンピース類 とをここで簡 単に区別す ることであっ

た。腰丈の衣服 と踵丈の衣服 とでは，用途 も， したがって検索者 の目的 も異 なる場合

が多 いとお もうが，その機械検索 はここで しかで きない。点検 において は，パ ンッや
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　り　　　　

スカー トの丈 も計測 したが， これはつ いで に したまでで，これ とい う具体的理由はな

い。上記 （ ） 中の出現数 にはぜんぶ がふ くまれている。

　衣服 の寸法の詳細 な呈示 は，展開図 あるいは見取図を ともなわない と，あま り意味

がない。 しか し大 きさの見 当がま った くつかないのでは，不便であ る。そ こで標本撮

影 のさいメジャーを添え ることにより， ５ｃｍ 以内の誤差で およその寸法 がみて とれ

る配慮 を した。それ とあわせて，機械的検索 のために， この区分を設 けたのであ る。

　 この項 目で とる寸法 はまえ にものべた ように，衣服丈 のみであ る。背丈 といういい

かたは，洋裁用語 としてはえ り下 からウエス トまでをさすので，ここで はたんに丈 と

いった方がよいだろう４）。 計測 は後中心のえ り下 か ら裾 までで，え りはふ くめない。

ヨーｕ ッパの中世 の ｃｌｏａｋには，　ｈｏｏｄが身頃か ら裁 ちだ されているものがある。そ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　　　　　　　　

ういう構造の ものは，え りつけのあた りを起 点 とすればよい。

　 また ボ リビアの ａｃｓｕ のように，そこに置かれた状態 と着装 された状態 とが，寸法

上で もまった く異なるような場合は，布 の自然 な状態，すなわ ち置いた状態で， トッ

プか らボ トムまでを計測 しなけれ ばな らない。

４）ＪＩｓ規格の被服製図用語では ｌｏｏ１着丈 である。（Ｊｌｓ　Ｌ　０２０３－１９７８）
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　衣服 の大 きさは，文 化の個性や， と くにその変容にかかわることが多い もので ある。

Ｚｉｍｍｅｒｎ は前スペイ ン期 のパ ラカスの マ ン トル につ いて， そ の ２２２．５×１４１．５　ｃｍ

という寸法 があまりに大 きいので， おそ らく死者を弔 うためのもので あろ うと，推定

した ［ＺＩＭＭＥＲＮ　 ｌ９４９；ｎｏ．１１］。　Ｚｉｍｍｅｒｎ の推定 の根 拠はほか に もあ る の だ ろ

うが， 大 きさのみをい うな ら， 古代 ｍ・一一マの ｔｏｇａの例を もちだすまで もな く， た

とえ ば Ｚｏｑｕｅ　ｉｎｄｉａｎ のスカー トのなかには， ３１７．５×１７７．８　ｃｍ というものがあり

［ＣｏＲＤＲＹ　１９４１：９７］， ナィジェ リァの Ｙｏｒｕｂａ族の円型 マ ン トにも ９メー トル の布

を必要 とする ものがあ る ［ＳＨ肌 Ｌ　Ｃｏ．　ｏＦ　ＮＩＧＥＲＩＡ（ｅｄ．） １９６０：１８］。 こうした巨大

さが衣服の重要 な属性であ ることはわか っていて も，形が区々であるために，計測箇

所 を標準 化 しに くく， したが って比較 もむずか しい。現状では ドレーパ リイ系衣服 に

つ いて は，最長辺を計測 し，Ｋ．Ｇ．（ｋｅｙ－ｔｅｒｍ　ｇｅｎｅｒａｌ）項に記入す る方法を とる。

Ｃ． 形 態 マ ー ク

予備属性表における形態マークは下記のとおりである。

１．袴 ・パ ンツ形式 （１４０）

２．腰巻 ・スカー ト形式 （２３４）

３． チュニ ック形式　　前われの有無 は問わない （４００）

４． きもの ・カ フタ ン形式一 打合せ の部分を もつ もの （１５６）

５， ポ ンチ ョ・貫頭衣形式 （５６）

６． マ ン ト・サ リー ・巻衣形式 （６５）

７．袖 な し （１８６）

　便宜的に用いられている衣服名を一

切使用せず，属性の組合せからのみ検

索する場合，衣服名にもっともちかい

属性マークが，おそらくこの目であろ

う。それだけに，ここで使用する形態

呼称の選択は，慎重でなければならな

い。

　１．の袴 ・パ ンッ形式とは，下半身を

覆うもののうち，腰および両あしを別

々につつむもの，図形的に抽象化すれ

５４６

図１　 パ ンツ形式の構造概念図
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ば，図 １のように表現 され， ａは胴腰部が，　 ｂ，　ｃは脚部が貫 くが，　ａｂＣによって囲

まれ る布地部分 は，小 さい場合 にはほとんど一 ，二本の紐 であって もよい。パ ンツも

袴 も， ここでは代表例 と してあげた衣服用語 である。衣服 名 として この二つ は，指示

す る概念 内容 につ いて は一応 問題 ないとお もうが， ビキニ型 のブ リー フや越 中揮 のよ

うな ものを，カバ ー し落す惧 れがある。そ こで ここは，越 中揮 という例を加えて おい

た方が よい。ただ し六尺揮 はひろげれ ば細長い長方形 にす ぎないか ら，布地 の中にふ

くめなければな らない。

　 ２．の腰巻 ・スカー ト形式 とは，下半身を覆 うもののうち，腰 あるいは これと胴 の一

部 ，およびそれ以下 の部分を覆い，原則 と して股下を覆わない，すなわ ち福 の部分 を

もたない衣服である。

　 筒型 に縫製されてあるか，せめて付紐のあ る場合 には， この節 中にふ くませ られる

が，外か ら別の帯 や，留金で とめた りす る巻 きスカー トの場合は，布地の節に，いれ

ることにな る。

　 六尺揮 も腰巻 のあるものもマ ン トと同類 というのは不合理のよ うで もあ るが，衣服

に固有 の属性であ るほん らいの形態 を優先 させ るのは当然で ある。ほん らいの形態 と

は，縫製 された結果の形態 をふ くめ る。また越中揮 のよ うに，結 ぶ紐があ らか じめ と

りつけてあるものは，その紐 をむすぶ ことによってな りたつ形態をふ くめ る。 しか し

布 はしを適 当にむすんだ り，べつの留金具で とめ ることでつ くられ るかた ちはふ くめ

ない。マ ン ト系 の衣服 は一般 に，着 るまえの状態 と着 てか らの状態 とがまった くべつ

の外観を呈す る。そのため形態 ということで，どちらかをえ らばなければな らな いと

なれ ば，よ り不確定的な後者 を捨てざ るをえない。

　 ただ しも し，揮 につ いての網羅 的な調査を したいという検索者 があった場合 ，ど う

すれ ばよいか。 それ は今回の発表範 囲で はないが，目的マー ク目中の，肌着 の節で，

探索すべ きであ る。なぜな ら，揮 とい うことばは，ほん らい 目的概念なのである。

　 ３．・４．は縫 いあわされた成形衣で，そ うした条件 の うえで上半身 を覆 うものは， この

どち らかにはいる。 ３節で はその うち，か らだのかたちに添わせて円筒型 に構成 され

た もの，これ にたい して ４節 は，え り ・袖な どの成形部分は もつ ものの，か らだのか

た ちにはルーろで，巻 きつけて着 るもの，という区分 である。いま仮 りに前者を円筒

衣，後者 を展開衣 として ，はな しをすすめる。

　 成形衣 を このふたつ に類別 す るの は常套 的であるが，理 由はい くつか考え られ る。

そのなかで もっとも重要なの は，発展史的なみかたか らして，展開衣を，円筒衣 と ド

レーパ リーの移行型， も しくは ドレーパ リーの一種 とさえす る見解があ るためである。
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わが国の きものにつ いてのそ うしたみかたは，すでに紹介 したが［大丸 １９８４：７６４］，

ｋａｆｔａｎ について も， た とえば トプカピ博物館 の Ｏｚは， 同館所蔵のカフタ ンを，あ

るところでは ｍａｎｔｌｅ，べつ の ところでは ｗｒａｐＰｅｒとよんで いる ［Ｏｚ　ｌ９５０：１８，４５］。

　 単純 にか らだ に巻 きつける， あるいはおりか ける ドレーパ リー か ら， 体形衣へ の

“発展”とい うみかたにたつ場合
，前が上か ら下まで割れて いて も，それが突合せか

打合せかによって，また保持具 （留め） の形式のちがいによって，その成形的意味 は

変 って くる。突合せでジ ッパ ーのよ うな固定的保持具 を用 いた ときは，その包む空間

の量 もかた ちも一定 の ものにな るか ら， これを体形衣 といって もさ しつかえない。 ３

節中のただ しが きで， “前われ には無関係” としたのは，そのためである。 これにた

い し打合せで別の帯 ・紐を しめ るときは，か らだへ の添 いかたはあるていど着装者 の

意のままにな る。４．きもの ・カ フタ ン形式 と したのは，このよ うな系統 の衣服 である。

したが って この場合 には重ねあわせ部分一 構造 的には征 （お くみ）を もつ ことが条

件のひ とつ とな るであろう， と考 えたのであ る。

　 さて実際 に標本の点検 ・記入において，作業者 を困惑 させたのは，征 の解釈であ っ

た。重ねあわせ部分 が，前中心線 か らさきに縫 い足 されて いるよ うな場合 は，問題 な

いのであるが，持ちだ しの場合 であると， 突合せ と解釈す る ｓｉｎｇｌｅ　ｂｒｅａｓｔｅｄ　ｊａｃｋｅｔ

ていどの浅 い重ね との境界が，はっきり しない。例外的ではあ るが，相当量の左右身

頃の持 ちだ しを，重ねあわせず に，前方 に突 きだ して着 る衣服 もある５）。

　 こうした作業 上の疑問点 とはべつ に，なんの保持方法 ももたず，まえをひ らいたま

ま着 ている，た とえば トル コの （ｌｊｕｂｂａのよ うな衣服の場合， きわめてゆ った りと し

た ものであ るが，征 の有無 は問題 にな らない。これ らの理由を勘案 して，非体形的成

形衣 と柾 とをむすびつ けることは，む りであると，結論す るにいたった。

　すでに 紹介 した， 代表的な 現代の服装 関連 シソー ラスである ＩＣＯＭ 等 の ５つの

ｔａｘｏｎｏｍｙ とも，征 についてのあきらかな認識を もってはいない。

　征 に相当する概念を とりいれないことによって，た とえば日本 のきもの と共通す る

タイプの衣服形態 をさが しだす ことが， この目で はむずか しくなる。 この点 を補 うた

めに，構造技術 目のなかの，前 あきの身 頃が うちあわせ ・前 あ きの身頃 にとめ具 がな

い ・肩傾斜 を もつ一 な どの，マー クポイ ン トを もちい ることがで きる。

　 ところで，あきを もたない円筒衣をチュニ ック形式 とよぶ ことには，難点 があると

お もえ る。洋裁 やファッションの現代的常識 によって判断 した点検者 は， ウエス トに

達 しない短い シャツや ジャケ ッ ト類は，チ ュニ ックにマー クしなかった。洋裁用語 と

５）民博標本 Ｈ９２４０８女性用ベス ト （ユーゴスラビア社会主義連邦共和国）。
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してのチュニ ックは Ｐｏｉｒｅｔ以来，七分丈 の コー トとい う観念 が定着 して いる。

　一方 ， 西欧の伝統 的な用語法か らい うと， ｔｕｎｉｃ，　ｔｕｎｉｑｕｅ はむ しろ肌着 とい う，

目的概念 の方がつよい。 このことばは ラテ ン語 の ｔｕｎｉｃａ にもとつ くが，前世紀末 の

古典語 の権威書 で も，ローマの ｔｕｎｉｃａ とギ リシャの ＸｔＴ（ｂｖ とを同一視 してい るし６），

これを うけて今 世紀 のは じめ，古代服装史の研究 に もっとも影響力のあ ったｉ著者 のひ

とり Ｈｅｕｚｅｙ も，このみかたを踏襲 してい る。　 Ｈｅｕｚｅｙ はまたつづけて，古 代 ギ リ

シャの場合， ‘‘ｍａｎｔｅａｕ　ｄｒａｐ６” と ｔｕｎｉｑｕｅ のあいだ には，本質 的区別 はな いとも

い う ［ＨＥｕｚＥＹ　ｌ　９２２：３７］。 こうした， ゆるい肌 着 という通念の一方で， 逆 に胴体

にぴった り した，袖 な し前 あきの ｃｏｒｓｅｔ　ｆｅｎｄｕ を， 短 いチュニ ックとよぶ場合 もあ

る ［ＣＨＡＬＬＡＭＥＬ　 １８８１：４８］。要す るに形態概念 として のチュニ ックはあまりにあ い

まいな ことばで，そういう意味でつ ぎにのべ るカフタ ンもまた，チ ュニ ックの一種 と

み ることがで きて しま う７）。

　つ ぎに，前 あ きの衣服を きもの ・カフタ ン形式 とよぶ ことについて考え るのであ る

が，そのまえに拙稿 の一部 を引用する ことを，おゆる しいただ きたい。

　形態をしめすこれらのことばは，その多くがもともと各地の現地名であるが，いまでは衣

服の様式名として通文化的につかわれることが多い。したがってこれを標本名とすることも

一案であるし，その方法をとっている博物館もある。しか しほとんどのものはほんらいの現

地名としても依然として使用され，その場合現地の人々は，通文化的様式名とは多かれす く

なかれちがう用いかたをしているのがむしろふつうである。その差異が問題をうむ可能性が

あるのと，和服にカフタンという標本名をつけたり，イランのもんぺと呼んだりすることが，

心情的な違和感をうむこともあろう 「大丸　１９８３：６９－７０］。

　 カフタンの場合 ， この衣服形式が西欧 の人 々の眼にどのようにうけとられて きたか

につ いて は，Ｍａｒｇａｉｓの具体的な史料 の引用 にゆだね るが ［Ｍ ａｒｇａｉｓ　 ｌ　９３０：３７－４１］，

二 ，三 の点を補足 したい。一般 にカフタ ンは，ゆ るい前 あきの長衣 で，帯 を しめて着

るものと，中世末以来 うけ とられていた。 まず前 あき自体 が，カフタンとはか な らず

しも結 びつ かな くて も，東洋 を印象づける もので あった らしい８）。 この ことは現代 で

６） ［ＳＭＩＴＨ　１８９０：ｖｏｌ．　Ｉ　Ｉ　９０２］，ま た Ｒｈｅａｄ は イオ ニ ア ・キ トンを ｔｕｎｉｃ と よん で い る

［ＲＨＥＡＤ　 ｌ９０４：４４］。

７） ［Ｍ ＡＲｃｕｓ　 １９３８：４１２］，ここで 彼 は ｃａｆｔａｎ を ，長 い ｔｕｎｉｃ とよん で い る 。

　 ［ＲｕＰＰＥＲＴ　 Ｉ９３９：丘９．６］，彼 の 場合 は ｍａｎｔｅａｕ 以 外 は皆 ｔｕｎｉｑｕｅ と よび ，　ｃａｆｔａｎ，　ｐｏｎｃｈｏ

も これ に ふ くめ て い る 。

８） 「第 一 回 十字 軍 の あ と騎 士 た ち は鎧 を捨 て ， よ り楽 で ， よ りは な やか な東 洋 風 の ， 刺 繍 の あ

る前 開 きの 長 い服 （ｐｅｌｉｓｓｅ） を着 るよ うにな った 。 や が て それ は市 民 の あ い だへ もひ ろ ま り，

１７世 紀 ま で つづ いた」 ［ＫＥＲｃＫＨｏＦＦ　 ｌ８６５：５２］。
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もそ う変 って お らず，た とえば代表的な民族服研究家 の Ｈａｎｓｅｎ もこの点を， 西 ・

中央 アジア衣服 の特色 と して とらえ る態度を， もちつづけている９）。 なお打合せの問

’題は
，多少べつの様相 を もつ。打合せの前び らきは， くつ ろぎに適 したかたちで ある

とともに，不格好な もの，だ らしのない ものとい う印象 もあった とお もわれ１０），西欧

入 の東 方観に，ある種のニ ュァ ンスを付加 してきたか と想 像される。

　 幅広の帯 もまた西欧人 にとって， 東方の衣服 の， 眼 にた つ 特 色 で あ った ら しい

［ＭＡＲｇＡｌｓ　 ｌ　９３０：４５］。ユダヤ人の場合 も，いわゆる Ｆｕｄｅｎｈｕｔ とカフタ ンの帯 と

が，彼 らを きわだたせていた という ［ＲｕＢＥＮｓ　 １９６７：１０６］。 ただ し帯は着装上 の問

題 であるので， この属性分析 では，対象外 になる。

　 西欧人が どう用 い，どのようにみてきたか とはべつ に，現地 名 としてのカ フタ ンの，

　 “固有” の概念 をみ なけれ ばな らないので あるが，結論か らい うな らば， このよ うに

古 くか ら，かつ広 い地域 　 　しかも言語や生活習慣を異 にす る地域 にまたが って用い

られた，名称な りスタイルな りに，部分的 にまで一致 した ある共通性 をみ いだす こと

は，か なり困難 な ことといわなければな らない。 もうひとつ問題 とな るの は，外 国人

がか りに Ａ という名称の衣服 の特色を ａ とかんがえて も， 現地人か らみると，その

特色は Ｂ，Ｃ，Ｄ……に も共通であ る場合 がある。 逆 に，　Ａ という名は現地人 にとっ

ては全 くべつ の観点か らの同一性であ って，ａ とは矛盾す る ａ’，　ａ”…… とい う型式を

もつ ものが，Ａ のなか にはふ くまれてい ることが ある。た とえば “きもの” は日本人

にとって，“キモノ”よ りもはるかにひろい概念 である。す くな くともそ うであ った。

このよ うに考 えて くると，前 あきの形態的様式を， きもの ・カフタ ン形式 と言 い きる

ことは，やや注意深 さを欠 くと，いわねばな らない。西欧人 的見 かたに従 うとい う前

提であ るとして も，キモ ノ ・カ フタ ン形式　　丈 の長短は問わない一 というていど

の，配慮 は必要 であろう。

　 ５．の ポ ンチ ョにおいて も，現地名を用 いる以上 は， きもの ・カ フタ ンと同様 の問題

が横 たわる。 しか しポ ンチ ョの場合 はこの名称 と衣服形態 のあ いだに，カフタ ン等 と

くらべれ ば，よ り単純 な特定 関係 があるようにおもえ る。

　　この節で示そ うとす るかた ちは，成形衣 と ドレーパ リーの中間様式である。原則 と

　 ９）Ｈａｎｓｅｎは前あきの形式を ｃａｆｔａｎとよび，とくに柾 （ｅｘｔｒａ　ｐｉｅｃｅ　ｏｆ　ｃｌｏｔｈ　ａｔｔａｃｈｅｄ）の存在

　　に着目している ［ＨＡＮＳＥＮ　１９６０：２３］。

　１０）ｃｒｏｓｓ－ｏｖｅｒ　ｓｔｙｌｅが， ドレッシング ・ガウンの系統として，今日までもちいられつづけている

　　ことは，いうまでもない。そのなかで，このスタイルの不恰好さを指摘し，なんとか修正 しよ

　　うという， 技術的な努 力もみ られる。 たとえば， Ｍｉａｌｌ，　Ａｇｎｅｓ　Ｈｏｍｅ　１）ｒｅｓｓｍａｋｉｎｇ　Ｉ　９３３：

　　１２５。

　　 なお Ｌｉｓｔｅｒの最近の，日常服装の歴史を叙べた著書のなかでも，唯一の打合せの例が，中世

　　のＭａｎ　ａｎｄ　Ｂｌｉｎｄ　ＧｉｒＬ　Ｂｅｇｇａｒｓ項である ［ＬｌｓＴＥＲ　１９７２：１９］。
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して方形の布 の中央辺に，頭 を通すための孔，ない し切 れ目をつ くる。着装す るとき

は布を前後に垂 らし，両脇 は縫 わず，袖 もない。 と くにさいこの二つの特色 は重要で

あって，それにより “布” として のコンバーチブルな用途 が確保 され るので ある。 こ

うした理解はポ ンチ ョについての， 現代 の主要 ｔａｘｏｎｏｍｙ にほぼ共通 している とこ

ろであ る。 Ｔ．Ａ・で は一 種の ドレーパ リーない し ｗｒａｐ とみつつ， 布 を直線 的に用

い， かつその 中央 に頭をだすための孔をつ くる点で， ショール等 と異 な る とす る

［Ｍ ｕＬＬＥＲ・ＬＡＮＣＥＴ　 ｌ　９７７：８］。　Ｔ・Ｃ．の理解 もほぼ これ とか わ らな い ［Ｍ ｕＬＬＥＲ－

ＬＡＮｃＥＴ　１９７８：５］。 ただ し Ｔ．Ｅ．Ｃ．では，脇 あ きにつ いて，開いているもの も閉 じ

ているもの もある， と して いる ［ＭＵＬＬＥＲ－ＬＡＮＣＥＴ　 １９８１：３５］。 これ は中南 アメ リ

カにおける， ｐｏｎｃｈｏ型衣服の現 実に，忠実な結果 であろうが，形式区分の うえか ら

は，誤 りといわねばな らない。

　 日本語 の “貫頭衣” がかな らず しも適切でな いのは，両脇 を縫わず，袖を もたない

とい う二つの特色を包含 して いるとい う保証が，ないためであ る。貫頭形ではあ って

も，比較的複雑な構造 をもつ衣服は，い くつか知 られている。著名なものに，ユ トラ

ン ド半 島の青銅器 時代遺物があ る１１）。　 あるいは貫頭衣をやや広義 に とれ ば， 和服 な

ど肩線 に縫 目のない衣服 も， これ にふ くまれ る可能性 があ る。‘‘Ｍ ｏｎｇｏｌ　Ｃｏｓｔｕｍｅｓ” に

おける Ｈａｎｓｅｎ は， この見方 で， ポ ンチ ョを衣服構造 の基本タイプのひとつ と した

［ＨＡＮＳＥＮ　１９５０：１００～］。 しか し私 の考えでは，シ ョルダー ・シームの問題 はｆｉｔｎｅｓｓ

の観点 で とらえ る方がよ く，ポンチ ョの概念 はあ くまで もその平面的 ドレーパ リー性

に，特色をみ るべ きである。

　 ところで ， ｐｏｎｃｈｏ，　ｈｕｉｐｉｌその他の地域的呼称でよばれて いる ５．タイプの衣服 に

も， 相当の地域的 バ リエーシ ョン があ り， 袖つ きを同 じ名で よぶ ことは稀で あるよ

うであ るが，脇を縫い閉 じたもの， 前開きのものな どもある ［Ｗ ｏＯＤ ＆ ＯＳＢＯＲＮＥ

ｌ９６６：ｌｌ，１５，１６］。 しか しなが らそれ らはあ くまで も例外 であると言 っては，断定 に

す ぎるであろ うか。

　 ６．この節 は，か らだの一部 を通過 させて着 るための孔　　成形 した構造を もたない，

ひろげれば一枚 の布で あるよ うな衣服 をさす。ただ し “無縫衣”で あるとはかぎ らな

い。幾幅かの布 を縫 いあわせ て， シーツ風の布 をつ くることも多 いか らであ る。

　 マ ン ト，サ リー，巻衣 とあげた うちで，マ ン トはこの場合適切で ない例であろ う。

私 はこれを 日本語 として用いたのであるが， これをフランス語 の ｍａｎｔｅａｕ と理解さ

１１）Ｂｏｒｕｍ　Ａｅｓｈ向 Ｃ墓 出土 ，　 Ｅｇｔｖｅｄ　１９２１年 出土 ，　Ｓｋｒｙｄｓｔｒｕｐ　１９３５年 出土 の， そ れぞ れ ジ ャヶ

　 ッ ト　［ＢＲＯＨＯＬＭ　　＆ ＨＡＬＤ　１９４Ｋ）：４８～］。
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れ ると，ふ つ うは袖つ きの，われわれの いうコー トをさす ことになる。

　また巻衣 は，着装法を考慮にいれ ないという原則 に背 いてい る。

　私は これまで叙述のなかで ドレーパ リーということばをつか って きた。服装専門用

語 と しての ｄｒａｐｅｒｙ は，たんな る布地 ではない。 しか し着装以前の ドレーパ リーは，

たんな る布 地にすぎな いともいえる。それが ｓａｒｉであれ ｓａｒｏｎｇ であれ， 着装以前

の状態 は一 枚の布 にす ぎず，縫合 的成形加工をほ とんどほどこ していないとい うこと

で，ゆ たか な ｃｏｎｖｅｒｔｉｂｉｌｉｔｙ を内包 している点 に， この節 の特色があ る。

　 問題 のひ とつは， あ るて いどの成形加工がな されているた とえば合羽や ｃｈａｓｕｂｌｅ

な どとの，区別である。この種の衣服 の大部分は，円形 にちかい形に展開 され るので

あるが，その結果形は ともあれ，平 らな一 枚の布 にな るものにつ いて は，形態 マーク

で はこの節で とり，加えて適宜，構造技 術項 で　 　た とえば “曲線裁 ち部分を もつ”

で とる，などの方法 も考え られる。平 らな一 枚の布 にな らず，重 なる部分や ヒダの部

分 をもつ ものは，た とえば ｈｏｏｄっ きの ｃｏｐｅのよ うな場合 は，構造技術項でカバー

しえな ければ，その特色 について Ｋ．Ｇ．項で記入す る。

　 問題 の第二 は，第一 の問題 とも関連す るのであ るが，たとえ ばヨー ロッパ の一部で

は第二次大戦 のあ とまでみ られたという， ｓｗａｄｄｌｉｎｇ のような もの と ［ＨＩＪＬＫＥＭＡ

ｌ９５２：６］，円形の ｃｌｏａｋ とを同一の コー ドで とるのは，検索者 にたい して も不親切で

はないか，ということで ある。

　 形態 マークもまた，で きるだけ単純化 することが望ま しいので あるが，布 の場合 は

標本の絶対数 がきわめて多いという事情 もあわせ考え，あるていどの下位 区分 は，あ

って もよいかも しれない。

　 ７．の袖 な しは，検索の便利か らいえぱ，袖 ありとすべ きであろう。

Ｄ． 装 飾 マ ー ク

　 この 目は衣服 の素材 とな る布 の，布 自体 の素材以外 の，付加 的要素 につ いてのマー

クポイ ントである。装飾 とい う項 目名は， このなか に，汗 じみ ・よごれな どとい うマ

ークがあ ることを考え るまで もな く
，適 切ないいかたではない。 そこで より単純 に，

布地特性 とい ういいかたを用 いることに した。

　予備属性表 における Ｄ．装飾マークは下記の とお りである。

０１．紋織物 （１０１）

０３．描 き模様 （計１０６）

０５，布地 など軟材料のアプ リケ （２６９）

０２．染模様

０４．刺繍 ・キルテ ィング （４５０）

０６．硬材料 のアプ リケ ・箔置 （１１０）
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０７．パ ッチ ワークー 表面装 飾を意図 した もの （９１）

０９． ジ ャージ （３）

１１． もじり組織 とその類縁織物 （４７）

１３。 いわゆ るファンシーヤーンな どの特殊紡糸 （４）

１４．糊つ け ・ゼ ラチ ン塗布 などの表面加工 （２６）

１６． よ ごれ （２４４）

０８． レ ー ス （２２１）

１０．　 ニ ッ　ト　　（２９）

１２． つ づ れ （０）

１５． 汗 じ み （５８）

１７． 模 様 名 （１０）

　この目の構成は，いわば常識的であって，第 ２次点検の当初，この目にはそれほど

大きな変更はないものと予想 していた。拙稿 ［大丸　１９８３］で，「予備チェックでほ

とんどすべての標本に，実際に眼をとおして得た経験を，もっとも具体化 したのがこ

の項目といえるだろう」と書いたが，率直にいえば，それまでの私の “常識”に抵触

するほどのあたらしい経験は，わずか三か月の予備点検では，得ることができなかっ

たのである。これにたいして，三人の点検者による第 ２次点検の内容は，きわめて有

益であった。 これ らの点検者のうち，奥田以外は，染織 ・加工については専門的とい

えるほどの知識をもっていないことを，上記数字の意味をはかるうえで，考慮にいれ

なければならない。

　本項目はとくに， 点検カー ドの情報内容との関係がふかい１２）。　点検カードは材質

と，各種のいたみ ・よごれなどの点検結果とを，おもな情報内容 とする。材質区分１０

～９０のうち，５０～５９が狭義の衣服の関連である。点検結果は１０～８０で２２項からなる。

点検が定期的に行われ，その結果が属性表に円滑にもた らされるなら， 属性表の １５．

１６，節はその情報を利用すればよい。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　ＯＬ 紋織物 　 　紋織物を先染の織柄 のある布 ， と理解すれぼ，素朴 な縞織物 までを

ふ くめて，きわめて広 い範囲 になろ う。 けれ ども実際 にはここまで広 げて検索 す る人

は，少 ないとみ られること，縞 や格子 のような ものは，写真で も容易 に確認で きるこ

となどの理 由で，私 はは じめか らこの節 を，錦の類 を念頭 において設 けたのであ る。

　 そ こで今回 はその意味で は， “絵緯 （経） を もちいた織物” として紋織物中の区分

肢 とし，それ とともに色糸組織のなかで，民族 的に とくに問題の多 い餅 の区分肢 を別

につ くる。

　０２・　０３．染 め と描 きとは判 断のむずか しい ことがあ るので，同 じところにまとめる。

１２）点検カー ドは民博情報管理施設資料室標本資料係の手で，１９８２年１２月２５日に作成された。衣

　 服に関 しては，森田恒之助教授の指導のもとで，宇治谷恵技官が監督にあたり，実際の点検 ・

　 記入は伊倉洋子 ・上住直子があたった。約８００点の衣服について， ほぼ ４か月を要した。１９８３

　 年１１、月に三訂版が作成されている。

５５３



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告　　９巻３号

ブ リーチ ング も洗染の常識 か らすれば， ここにふ くめ るべ きだ ろう。

　 ０４． 刺繍 ・キルティングには，刺子 を加 えておいた方 が，わ が国の場合親切 だとお

もう。布に針 を刺 して糸 を とお し，その糸 自体 が装飾的 目的を もっている技術 であ る。

シャー リング もここにいれ る。

　 なお，キルテ ィングとい う技術 には，二枚 の布のあいだに綿や羽毛 を詰 めることと，

それが動かないよ うにステ ッチす ることとの，ふたつのプ ロセスがあ る。前者 のみの

場合は，詰 め もの （ｗａｄｄｉｎｇ，　ｐａｄｄｉｎｇ）として別の もの とし， 中の詰めものが動かな

いて いどのステ ッチの場合 も，キルテ ィングではとらない。原則 と して各種 の綿，毛，

羽毛， カポ ック， フォーム ・ラバーなど柔 い弾性 のあるもので， Ｆ．構造技術 マー ク

目の芯地 とは区別せねばな らない。

　 ０５． やわ らか い材料 のなか で比較的よ く用 い られ るのは，羽毛である。 ニー ドル ワ

ークの技術 には複合的な ものが多 いのであるが
，た とえばキル ティングともアプ リケ

ともとれる手法 であれば，両方 をマー クすれ ばよい。有 名な Ｍ ａｏｒｉの犬 の皮 を使 っ

た ｔａｇ　ｍａｎｔｌｅは，やわ らか い材料のアプ リケととるのがふつ うの見方で あろうが，

ｔｉｅｄ　ｑｕｉｌｔｉｎｇ とい う呼 び慣わ しもある ［ＲｏＴＨ　１９２３：４０］。 ニー ドル ワークはその

名づけかた自体， とりわ け件名的 とい うこともいえよ う。

　 ０６． ここには変 りボタ ンもふ くめる。 ボタ ンの多 くは， “実用的” 目的であ る。 し

か し属性表 には用途 や目的 の観念をいれ ない， とい うのがたてまえである。実際 この

ふたつの区別 は，容易 でない。変 りボタ ンとは， シャツボタ ン以外 の もの， というの

が，判定上で も妥 当であ ろう。

　 アプ リケ には当然，ｒｅｖｅｒｓｅｄ　ａｐＰｌｉｑｕ６をふ くめる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　ロ　　　の

　０７．パ ッチワー クで もっとも問題 とな るのは，単 なる補修一 つ ぎ当て， との区別

である。 予備属性表で， “表面装 飾を意図 した もの” と したのは，その理由であ る。

けれど もこの但 しが きは， 目的 ・用途を考慮 外 とす るという原則 にはずれ る し，実際

に区別 ので きるものではな い。そ こでこの但 しがきを とり去 り，つ ぎ当て もここにふ

くめることと した。つ ぎ当てはむ しろ，やわ らかい材料のアプ リケにちか いものが多

いであろうが， この節 に於て も，装飾 と補修 の区別 は しない。

　パ ッチワークとキルティ ングもまぎ らわ しいものがある。 ｃｒａｚｙ　ｑｕｉｌｔといわれる

デザイ ンは， じつはパ ッチワークである。 しか しどち らともとれるもの は，躊躇 な く

両方 にとれ ばよい。

　０８．装飾マー ク目の構成は常識 的といったが， レース とい うマークポ イン トはあま

りに “常識的” で，技術の実際 とは一致 しない。点検者が この節 にマ ークした衣服 を
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私 が追点検す ると，それ らはいわゆ るレース飾 りであ った。 こうした場合 には， レー

ス飾 りはそれはそれ と してマー クし，一方布地 としての レースは，実際 の技術系統 に

よって，それぞれの項 目にふ りわけ るべ きであ ろう。 トリミングなど部分 的な装飾法

として， “レース”飾 りをす ることには，た しかにそれ な りの問題がみとめ られ るか

らである。

　０９．・１０． ニ ッ トとジ ャージの区別 が出なか ったのは， 点検者 が素材 じたいの構造的

特色を重ん じたためである。

　 本属性表 では，一本の糸 で編んだ もの と，二本以上の糸 で編み，あ るいは組ん だも

のとに分 ける。糸の太 さは考 えない。前者 にはいわゆ るニ ッ ト，大部分の ネ ットがふ

くまれ る。後者 にはいわゆ るプ レイティング，スプラングがふ くまれ る。 ボビンレー

スは当然 ここにはい る。

　 １１．１２．予備属性表 では織物の 特殊組織 として は， 絵緯 組織 ・搦組織 ・綴れのみを

マ ークポイン トと した。民博 に現在所蔵 されている標本 にもとつ くか ぎり， さ しあた

りはこれ以上 の必要 は感ぜ られなか ったが，本属性表で は将来 の展開 も考慮 にいれて，

紋織物 （錦 ・緋をふ くむ） とはべつ に搦組織 ・綴 れ関連組織 ・パイル組織 ・その他 の

変化組織 とす る。特殊な組織 を，組織学の教科書 やハ ンドブ ックの目次 のように羅 列

して コー ドをつ けて も， コー ドが繁雑化す るのみであろう。特定 の技術一 た とえば

ｉｎｔｅｒｒｏｃｋ，　ｏｐｅｎｗｏｒｋ，　ｒｅｐ，搦組織以外の経 の斜走行１３），あるいは ｏｆｆ－ｌｏｏｍ　ｗｅａｖｅ

とか，丘ｎｇｅｒ　ｗｅａｖｅ などを とくにチェックす る必要 のあ るときは，“その他の変化組

織”をマ ークした うえで，Ｋ ．Ｇ．項 に，統制語 によ っていれる。

　 １３． 特殊紡糸 の “特殊 ” とい う意昧が十分 了解 されなか った ことも，記入の乏 しか

った理 由であ ろう。 また紡糸 とい う表現であ ると， ラメ糸 ，平金糸 のよ うなものはと

れないか ら， 説明を多少具体的にする一方， 加工糸 とい う表現を用 いる。 ここで特

殊 といって いるのは， 大島の紬糸 までをふ くめるつ もりなので， ｃｈｅｎｉｌｌｅ，　ｐａｓｓｉｎｇ

ｔｈｒｅａｄ，太 さの不均等 な各種の ファンシーヤー・・一・ン，　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｇｏｌｄ などは，すべて こ

こにはいる。

　 １４．ｉｎｃｒｕｓｔａｔｉｏｎであ る。表面加工 よりも塗布 とい うことばの方 が妥 当だろ う。金

粉 ・金箔 おきもここにはいる。

　 １５．１６． よごれの染着 は，概 して いえぱ染料 による染め とおな じ化学的現象であ る。

もの自体 の状態を問 う原則 か らすれば，よごれ も汗 じみ も，０２．０３．の節 にふ くめ るべ

１３） こ こに あ げた 技 術 は， 織 技 が特 異 な 発達 を と げ た古 代 ペ ル ー にお け る技 法 の な かで ，

　 ｄ’Ｈａｒｃｏｕｒｔが と くに重視 して い る もので あ る ［Ｄ’ＨＡＲｃｏｕＲＴ　 １９６２］。
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きで ある。 しか しここでは，予想 され る検索 内容の方を優先 させ，生活痕的特色を生

かす のであ る。０２．０３．におけるのと同様の考 えか ら，変 ・退色 もここにいれることに

なるが，製作されて ある時間を経 たもので，変 ・退色の全 くないものはないだ ろう。

したがってマー クす るのは，部分 的な，あ るいはいち じるしい変 ・退色 にかぎる。よ

ごれ ・退色 はその箇所を Ｋ．Ｇ．項 にいれ る。点検 カー ドの点検 内容 のうち，本属性表

で とるよごれは，３０カビ ・４０変色退色 ・４２よ ごれ ・６１油 じみ，で ある。

　よごれを とって，いたみを とらないのは片手落 ちで あろう。いたみ もまた，意図的

なデザ インと区別 のむずか しい ものがある。 いたみや よごれを放 置 したままで着用 し

ているような場合 は，意図的なデザイ ンと解釈 で きな くもない。ｄａｒｎｉｎｇや裂 き織 に

は，いたみ とデザ イ ン意図 とがつねに併有 される。 したが ってそ ういう場合 は，いた

みとともに，それぞれの装飾の節 でもマークす る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　布の表面が平滑であることが，つねにのぞましい衣服のありかたとはかぎらない。

このことは近年のワッシャー加工の人気をみてもあきらかである。シワや折目もひと

つの文化としての示唆をもちうるものであるから，折目やシワに特色のあるものは，

マークする必要がある。和服におけるたたみじわ，西欧風のズボンの前後のシワなど

も，ここにはいる。

　この点に関連してわれわれが考慮しておく必要のあるのは，標本の現状と，現地に

おける着装状況との関係である。標本資料管理の原則 として，われわれは標本うけい

れの時点における状態を，保存の出発点としている。ただ し私が収集者の場合には，

さいしょ現地で見たときと，なん週間かのちに解梱 したときとでは，状態の違ってい

ることがある。梱包による変形のうちで多いのは，たたみ じわである。こうした場合

には，ふたつの状態 と，その変化のもつ意味を考慮 して，ケースバイケースで対処し

なければならない。たたみじわというものはかな らずしも偶然的なものばかりではな

く，たたみじわを全 くとり去れば，文化 としての衣服の姿がくずれてしまうこともあ

る。

　また，受けいれないし現地入手の際の状態がすでに，現地人の着装状況とちがって

いることがある。このような場合でも標本の処理は原則として，物それ自体から外に

出るべきではあるまい。現地人の着装態様の “標準”を断定するだけの十分な根拠を，

仮りにもちえたとしても，そのことと目前の標本資料のもつ情報性とはさしあたり別

問題である。現地人の標準的生態を示 したいのであれば，べつの手段があろう。われ

われに求められるのは，その標本資料がせっかく今もっている情報の全体を，損うこ
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となく保存することである。 したがってもし標本がクシャクシャであれば，われわれ

はそのクシャクシャ性を情報として尊重する。

　布地特性として，生活的には，手触 りのやわらかさ硬さには大きな意味があろう。

今後はこのような皮膚官能的特性をマークする，客観的基準を考慮する必要がある。

いまの段階ではさしあたり，重量の計測を行うべきである。

Ｅ． 素 材 マ ー ク

　素材についてのチェックは保存管理の面からも，点検カー ドを用いて，収蔵庫管理

者によって責任をもって行われている。そのためにこの目については，１・２次とも

われわれの点検では省略 した。

　本属性表ではマークポイントを自然科学的観点でなく，より生態的なとらえかたに

接近させた。またフェル トなど不織編布は，当然Ｄ項目のものであるので，移 しかえ

た。

Ｆ． 構造 技術 マ ー ク

　構造あ るいは成形技術 についてのマークポイ ン ト選定の基準は，前稿 ［大丸 １９８３］

で説明 した。すなわち，『雑誌記事索引科学技術編　　生活科学』 （国立国会図書 館編

・１９６５－１９７７年）及 び 『衣料情報 レビュー』 （大阪樟蔭女子大学衣料情報室 ・１９７７－－

１９８２年） によ り，攻 服 の構造技術 にかかわ るすべての研究か ら，その主題約７０をまず

と りだ した （表 ６）。 このデータをもとに して， 予備点検での経験 を参考 に作成 した

のが，予備属性表である。前稿 に発表 した予備属性表 は，全１５節の単純な ものであ っ

たが，点検作業をは じめ ると，たちまち多 くの問題 が生 じた。その原因の いちばん大

きな ものは，ひ とつ ひとつの技術用語の もつ概念 をはっきりさせてお く用意が，不十

分 だった ことである。 また，作 業にあたった協力者 は， 日頃実際の製作 にあた ってい

る技術者であ ったか ら，私が上記 のよ うな統計的根拠 にもとつ いて整理 したチ ェ ック

ポィ ン トよ りも， 見方が ど うして もよ り微視的 にな る， という傾 向が あ った。 とも

あれ， 点検開始 当初の 予備属性表 Ｆ．構造技術 マークの構成 は， 表 ７の とお りであ

る。

　　　　　　　　　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　０１０．０１１．０１２．はぎあわせ とい うことばには衣服 としての成 形的意図が うすい。 ここ

で さ ししめそ うと して いるのは，縫 い合せそのものの技術 や，パ ッチ ワー クのよ うな

平面装飾的 目的のものではないので， はぎあわせ を切 りかえ と改め る。
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表 ６　１９６５年より１９８２年のわが国における衣服構造技術関係論文主題 リス ト

計
‘６５～ ７６　　　‘７７～ ８２

縫い方全般 （運針 ・部分縫いの技術）

縫目（線），縫目割り，縫目強度，針目，ステッチ線

縫いっれ，シームパッカリング

縫いずれ，縫いちぢみ

ヘム縫い目線

７６

５８

１０

１１

１

３６

４２

６

７

０

４０

１６

４

４

１

芯 （地） ５９ ２７ ３２

裏 （地），袷

膝あて ；裾まわしヌ背伏せ布

２２

３

ユ２ １０

３

力布 （あきどまり） １ １

ダ ー ツ １６ １１ ５

袖付け，袖付けの特色による袖のかたち

袖 ぐり，袖山曲線

袖山のいせこみ

１６

３

１

１２

１

４

３

パ フ ス リー ブ ；フ レ ンチス リー ブ ４ ２ ２

衿 肩 あ き，衿 ぐり， 衿の 形

ロー一リング カ ラー ；テー ラー ドカ ラー ；スタ ン ドカ ラー ｉ

フ ラ ッ トカ ラー ；ス テ ンカ ラー ヌ折 衿

衿つ け

１８

１８

１３

１３

１４

５

５

４

８

曲線 （裁） １ １

肩傾斜角

ゆとり，ゆるみ

いせこみ；布の伸び ；袖山のいせこみ

くせとり

１３

１９

１０

１

１１

７

４

２

１２

６

１

ギ ャザ ー ，タ ック

プ リー ツ

ドレー プ （性 ），布 物 性

フ リル

フ レ ヤー （ス カー ト）

１７

３

ユ６

２

１１

６

８

６

１１

３

８

２

５

地の目

地直 し；目寄れ

バイヤス （テープ）

８

８

８

３

３

５

５

５

３

縫い代

トリミング

まつり

１３

１

ユ

５

１

８

１

揚げ，縫いちぢめ ３ ３

織り糸，縫い糸 １５ ユ０ ５

標付けによる布の変化 ８ １ ７

柾下り ５ ２ ３
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表７　予備属性表　Ｆ　構造技術マーク

０１０．　 複 雑ｉな は ぎあ わせ の あ る もの

０１１．　 ウエ ス トの き りかえ の あ る もの

０１２．　 シ ョル ダ ー ・シー ムの あ る もの

(402)

０２．　 脇 下 ，股 にマ チ （はめ こみ布 ） の あ る もの （２０４）

０３．　 縫 い か た ，ス テ ッチ に特色 があ る もの （７０）

０４，　 芯 をつ か って い る もの （６４）

０５．　 裏 地 ， 袷 ，補 強 布 ，重 ね ぬ い， リバ ー シ ブル （４４５）

０６．　 え りま わ りに特 色 が あ る （１９６）

０７．　 袖 つ け が セ ッ ト ・イ ン以 外 の もの （２２７）

　　 　 一 裁 ち だ し， ラグ ラン， ヨー ク ・ス リーブ 等＊

　　 　 （和 服 は セ ッ ト・イ ンとす る。）

０８．　 体 形 に添 った裁 断 （３２０）

０９，　 ダ ー ッの あ る もの （９５）

１０．　 袖つ け部 分 に いせ の あ る もの （９１）

１１．　 ギ ャザ ー ・タ ック ・プ リー ツのあ る もの （４７０）

１１１．　 と くに袖 つ け に， ギ ャザ ー な ど のあ る もの （４５）

１１２．　 と くに ウエ ス トは ぎにギ ャザ ーな どの あ る もの （２６）

１２．　 ぬ い しろ ・ヘ リの始 末 （袖 口 ・裾 を ふ くめ る） に特 色 の あ る もの （３９１）

１３．　 揚 げ ・縫 い ち ぢ めの あ る もの （７６）

ユ４．　 地 の 目の 扱 い に変 わ った点 の あ る もの ＊ （５５）

１５．　 身 頃 の打 ち合 わせ ， 突 き合 わせ の とめ か た に特 色 の あ る もの

１５１．　 ボタ ンを用 い て い る もの （２６６）

１５２，　 つ け ひ もを 用 いて い る もの （１５４）

１５３． 帯 ， ベ ル トの 付属 して い る もの （９１）

１５４． 特 殊 な と めか た ，ｉ変わ った ボタ ンを用 い て い る もの （９６）

注）現在の単純なジャケット・ワンピース ・パンツ等の標準的縫製を基準とする。

　　＊印については，その具体的内容をＫ．Ｇ．項に記入。

　切 りかえがたん に多 いとい うのではな く，そのこともふ くめて特色あ り，とす るが，

それにたいす る標準的切 りかえ とはつぎのよ うにす る。ほぼ，関節によ って区切 られ

る肉体の各部分 に相当す る衣服 の各部分，前後，運動量 のための基本 的パ ネル，肉体

の自然の曲面 に添 うための基本的ダー ッ，その結果 としてサイ ドパネルを もつ三枚 は

ぎの ボデ ィス，二枚袖 もマークの対象 となる。

　 この意味か らい うとウエス トライ ンの切 りかえや，袖 山線 の シームは，マークの対

象外 とな るが，衣服 のデザ ィンアイデ アにおけ る， ｆｉｔ性 の扱 いをみる うえで ， 重要

な要素であ るか ら，と くにこの二点 は区分肢 とした。 したが って ウエス トラィ ンは，

たん に横 に切 りかえ線 があ るとい うことではない。同様 に袖 山線での シームも， ヨー

クラインとは区別 しなければな らな い。

　０２．福 とは装飾的目的やつ ぎ当てのためのはめ こみ布で はな く，運動量あるいは布

をか らだに添わせ るための，構造 的目的がな ければな らな い。 この意図でつけ られた
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可能性 のあるはめ こみ布 にたい しては，形 と場所 を問わず， ここでマークす る。

　０３．縫 いかた とい ったのは，表 ６における縫 目 （線）， 縫 目割 り， 縫 目強度，縫 い

つれ，縫 いずれ等 の部分 をさ したのである。民族服 では率直な いいかたをすれば技術

の拙劣 のため に， これ らの点で難点のあるものが多い。特色のあ るものというよ り，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　　　　

欠 陥あるいは問題のあるもの， とすべ きか も しれないが， きせの如 き もの もここにふ

くめ るので，価値的評価 をふ くめない意味 とあわせ て，ほか と同様特色 とした。

　 また， ミシン使用の有無 も，当然 ここに加え るべきであろう。

　０４．０５．衣服 のある部分の シルェ ッ トを保つために用 い られ る芯 と， 主 と して張 り

をだすために用い る裏打布 とは区別 され るなど，布 を何枚 か重ねて縫 う目的 はさまざ

まである。 しか し製作者 の意図があ きらかであ るとはかぎ らな いので，布を重ねて縫

ってある ものはすべて ここにふ くめ る。一部分だけを縫 って固定 した もの，た とえば

スペ インは現代で も地方衣裳 と して残 って いるル ネサ ンス風 の二重袖 ［ＡＮＤＥＲＳＯＮ

ｌ９５１：２８１］の類 もここにはい る。 ただ し，縁の始末 のための折返 し，縫込み等は除

外 す る。

　０６． え りまわ りという表現 はあいま いなので，カ ラーを もつ もの とし，その統制名

を，Ｋ．Ｇ．項 にいれ る。表 ６でみ るよ うに， え りのかたちは重要 なマ■…一クポィ ン トで

あ るが，日本語のえ りということばは，ｃｏｌｌａｒと ｎｅｃｋｌｉｎｃ ない し ｎｅｃｋ　ｏｐｅｎｉｎｇ が

混同 して使 われてい る。和服裁縫で はネ ックオ ープニ ングに多 くの問題点 をもつのに

たい し，洋裁での関心 の比重 は，カ ラーの形式 によ り大 きい。 この節 で， カラーの問

題だけを とりだすのは公平でな い し，カ ラーの定 義自体 も厳密 にいえばむずか しいわ

けであ るか ら，ネ ックオープニ ングについて も，その トリミングの方法 をふ くめて，

重要な形式 は統制 して，おな じく Ｋ．Ｇ．項 にとる。

　０７．袖つ けの構造 はえりの構造 とな らんで，衣服成形 のなかで もっとも重要なマｔ・・一

クポイ ン トであ る。民族服 には裁 ちだ しの袖が多いのであるが，身 頃に別の袖を縫い

合 わせる場合 には，そのもっとも基本 的で単純な形式 は，いわゆ るセ ッ トィ ンス リー

ブである。 この節では，そのセ ッ トイン以外の形式　 　各種の ラグラン， ヨーク，キ

モノなどをここでマー クし，具体的形式 を Ｋ．Ｇ．項 にいれ る。

　 な お，和服の袖つけや一般 の ドロ ップ ショルダーを，洋裁で はセッ トィ ンス リーブ

と考えないのであ るが，袖つ けが シ ョルダ ーポイ ン トにあるか どうか， ショルダー ラ

イ ンがどうな って いるか，あるいは縫代 における倒 しの方 向などの部分縫製的問題は

一切問わず
，身頃 と袖 との接合関係 のみにつ いて，セ ッ トイ ンということばを借 りて

いる。
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　０８． この節 は，か らだに添 った裁断法をマークす るところである。

　前稿 ［大丸　１９８３］ では 「体形にそ った裁断」 として いたので あ るが， 具体性 が

ないため，早 い時期 に “肩傾斜 をもつ もの”と “脇線 が曲線裁 ちにな ってい るもの”

の二つに分割 した。 この うち問題 とな るのは後者で ある。その第一 は，か らだに添 わ

せ るための曲線裁 ちを，脇線 だけにか ぎってよいか， という疑 問，第二 は逆に，布 を

曲線 に裁つ 目的はかな らず しも，体形 に添 った衣服 を成形す るのが 目的 とはかぎ らな

いで はないか， という疑 問であ る。

　布 の扱 いかたの技術 の観点 からみて も，曲線裁 ちとい うことには大 きな意味があ る。

このことはた とえば和服 のえりあきを丸 く創 ることへ の態度を考えあわせれ ば，納得

できるで あろう。結果 的に ０８．は曲線 に裁つ という布 の扱 いの技術 と，か らだ に添わ

せ るとい うデザ インァィデァとが交錯するのであ るが， このふたつが と くに密接な関

係 にあることか ら，ひ とつの節 にふ くめ，ただ し，曲線裁 ちの部分を もつ ことと，そ

のなかで とくに脇線 は もっとも重要な部分 として，べつの区分肢 とす る。

　０９．着用歴を もつ民族服 では，補綴 のざつな方法 と してのつまみ縫 いを，よ くみか

ける。 これは くせ とり技術 とは関係な いのであるが， 目的を考慮 にいれない とい う原

則によ り，それ らもすべてダーツにいれ る。

　 １０． いせ ，のば しはダ ーツとともに，布 に立体感をあたえ る方法 で， くせ とり技術

にふ くまれる。 しか し使用歴のある衣服の場合 ，いせ，のば しはダ ーツに くらべ ると，

一見 しただけでは判別 しに くい場合が多い。それ は着用や洗た くとアイロンかけ，ま

た保存方法 によって衣服 にさまざまの力がかか り，部分的な歪みや伸 びなど，糸 の状

態の変化 が生 じてい るためである。そのため とくに重要な箇所 である袖山 に着 目 して

マー クポイ ン トと し，それ以外 の部分 とを区別 した。

　 布地の曲面 的変化を もた らすこの技術は，熱 ・湿 りけ ・プ レスの三つの条件 の うち，

二つない し一つ でも行 うことができる。た とえば皮革 の場合には，湿 らせて型押 しを

す るだけで，十分な成型が可能である。また この三つ以外の物理 ・化学的方法 もあ り

うるで あろう。そ うした技術 の分析結果 は，統制語 によ って Ｋ．Ｇ．項 でとる。

　 な お， この技術 は布 に立体感をあたえる，と一応前提 したが， もしその目的を もう

すこ し拡げて，布面 に物理的変化をあたえる， とい うよ うな表現を とると， 日常的な

クリーニ ングもふ くめて ，整理技術 としてのプ レッシング もはい る。 しか しこれ はど

ちらかといえ ば布面特性 にまわすべ きであろう。

　 １１． ギ ャザ ー ・タ ック ・プ リーツはいずれも布面特性 とみることもで きるが， ここ

では衣服 のふ くらみ一 立体化 のための手段 と して とらえている。全 く平面 的な装飾
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にすぎない ものは，布 面特性 の， シワ ・折 目 ・プ レスー の節 で とる。

　 これ らのふ くらま し技巧 は，袖 山 ・ウエス トに施 され るのがふつ うで，また意味の

あるところであるので， このふたつの場合を別 に とる。

　１２． 民族服 の製作技術を こまか く観察 して気づ くことのひ とつ は，ある場合 にはそ

の病的 とい って もよいほどの緻密 さ，そ してある場合 には投 げや りといってよいほど

の粗雑 さの，その極端 な対比である。布 は しの始末 は，そういう事実 を知 る例にな る。

点検者の メモに も，“縫 い代始末な し” （ＮＫ Ｈ３４６２２Ｂ），“縫 い代を表 に出 して いる”

（ＥＷ Ｈ７６６２），“ウエス ト縫 い代 が外側 ’（ＡＷ Ｈ３１５８３，４）などとあ る一方 で， “衿

ぐり布始末に注意”（Ｍ Ｂ Ｈ７９８０） とい った指摘 もい くつかあ り， 洋裁的常識を外れ

る多様性を 示唆 してい る。 私が 予備属性表 のなかで， “特色のあ るもの”，“変 った

一 ”，“複雑な　　” といったいいか たを用いているのは，そ う した例外性を拾 いた

かったためである。

　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　

　 ところで この例外的 なもの，ない し特色のあ るものの解釈を， ここで論 じてお きた

い。例外的 というのは，現代 の洋裁技術 の標準か らみて，ふつ うには用 い られな いよ

うな方法 がつかわれている，とい う意味であ る。た とえば洋裁の標準 的成形で は衣服

の両脇 は縫 いとじてある。 しか し，ある地域の ｈｕｉｐｉｌはひ らいて いるもの の方が多

い。 その場合 は ｈｕｉｐｉｌの多数原理 に従 って，　ｈｕｉｐｉｌに限 って は脇 の閉 じて いる もの

を “例外” とマ ークすべ きだろうか。 けれど も ｈｕｉｐｉｌの脇 はひ らいていて ，袖 もな

いなどという知識 を，だれ にた いして も期待で きるわけではない。和服 の縫 目にきせ

をか けるのは，和服 の縫製 にとってはふつ うの方 法である。 も しきせをかけて いない

和服 があれ ば，和服 の仕立て に馴れた眼 か らは例外 とみえる。 けれ ども和服 のな かで

もコー トには きせ がない。 コー トでは逆 に， きせ があれば例外 にな るのであ る。世界

中の衣服 につ いて このよ うな個 々の， しか もその多 くはこれ という理由のわか らない

約束 ごとを，知 りつ くしておけとい うのはむ りな はな しである。 したが って いまわれ

われ は仮 りに，洋服裁縫 の一般 的技術 を標準 と してお くのである。標準 として洋裁 を

え らん だのは，世界 的なその普及度 にて らして，便利性 をと ったにす ぎない。

　 とはいえ本属性 表においては，私 は可能なか ぎり特色あ りとい うような具体性 を欠

くマークポイン トを避 けている。 この節 の場合 はその具体性 をいいあらわす のに窮 し

たのであるが，点検者 ・助言者 の意見 として は，た とえば布 は しの処理方法 の もっと

もふつ うなや りかたは，裁 ちは しを裏に折 って も （三つ折 ていどまで） まつ る，裁 ち

は しにパ イピング， とい うところを標準 とみて いる。縫 い代 につ いて は縫 って片倒 し，

あるいは割 るていどであろ うか。
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　１３．布 を縦 の線 ，または横 の線 で，つまんだ りたたんだ り して，縫 いちぢめた もの

である。揚げ はその代表的な例 にな る。

　衣服 のどこかをたたんで も，紐 でか らげたり，挾んで とめた り した もの，た とえ ば
　　　　　　　　　　　　　

は しょりの ような ものは，着装技巧 であるか ら，構造 技術 にはふ くめない。

　１４， これ は布 目と布 目の角度，よ じれ，ずれ，な どに関 してであ るが，柄合せ上の

難点 としてあ らわれて くることが多い。

　地 の目の歪み と，デザ イ ン的構想に もとつ いて布地を斜 めにつか うこととは，全 く

別 の ことで ある。 けれど も布地を斜あ に用い るのは物理的 にも扱 いづ らい点がある し，

不経済なこともあ る。 したが ってエ ジプ トのカフタ ンやメ キシコの ｑｕｅｃｈｑｕｅｍｉｔｌの

あ るものにみ られ るよ うな，体の正中線 にたい して斜行す る用布 のとりかたは，これ

もまた例外的な布 目の扱 いとみ る。

　 １５．形態マ ークの前 あきタ イプの場合 ，これをつね に開放 して垂れ さが るままに し

てお くものもあ るが，かな らず，あ るいは時に応 じて固定す る手段を もつ もの もある。

衣服 自体 に付属 して いる手段 として は，つけひ も ・各種 のボタ ン ・ス ナ ップ類 ・ジ ッ

パ ー ・ベルクロテープがそれ である。 これ らの留 め具 は，構造技術のなかでは使用 の

年代や地域比定 の，比較的 しやす い要素である。 ２次点検 において も，なん らかの留

め具を もつ衣服 は，かな りの割合でみ とめたか ら，その種類 を大別 し，Ｋ．Ｇ．項 に統

制語 によ ってと りあげる。

　 また形態マークの展開衣の節 で論 じた ように，前 あきで前身頃を重ね合せて着 るの

が常態であ るよ うに，仕立て られているもの一 ボデ ィに着せて観察 した結果によ り

　　 は，生態的にあ る特定の意味を もつ ものであ るか ら，留めの方法 と組み合わせ て，

ここでマークすべ きであろう。

　以上のマークポイント構成の根拠は，まえにのべたように，過去約２０年の成形技術

関連論文の主題である。 しか しこうした研究がほとんどいわゆる家政学系大学の教官

によってなされているため，私が協力をえたアパ レル企業よりの技術専門家か らはべ

つの見方が数多く提出された。たとえば基本的な シルエット分類を，Ｃ目あるいはＦ

目にいれてはどうかという意見があった。 ０８．の体形との関係を考えるなかで，考慮

に価する指摘である。ただ し西欧系衣服以外の場合，衣服自体のかたちと着装された

かたちとがいちじるしく異る場合が多い。一般に着装法に比重のかかる衣服では，シ

ルェ ットをパターン化することは容易でない。

　このことと関連のあることとして，型紙を統制 してコー ド化することで，シルエッ
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表８　 第２次点検者がぬきだしたマークポイントの上位

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

ス リッ ト （ベ ンツを 含 む）

ポ ケ ッ ト

ヨー ク

フ リンジ

ト リミ ング

カ フス

パ イ ピ ング

ニ 枚袖

ユ１１

９６

６８

６４

６２

３９

３３

２１

トの分類と似た，文化系統論的

論議の，データのひとつが得ら

れはしないかという可能性もあ

る。これはすこしばかりさきの

課題であるが，型紙一 展開図

そのものは，標本資料の基本情

報のひとつとして，整備中であ

る。

　 また，ス リッ トの有無を Ｋ．Ｓ．（ｋｅｙ－ｔｅｒｍ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ）項 中で とってはど うか とい う提

案 もあった。ス リッ トの処理方法 はバ ラエテ ィに富 み，縫製技術者 の関心のつよい部

分 である。 しか し表 ６でみ るとお り，家政学研究者 の興味 の対象 にはな らな い。ス リ

ッ トや ポケ ッ トといった部分は，どち らか といえばデザ イニ ングの問題であ って，家

政学研究者の好 む，数値化の容易 な工学的分析にはそ ぐわな い主題 なのであ る。表 ８

はと くに私の指示を うけずに，点検者のぬ きだ したマークポイン トの上位であ る。

　研究主題 リス トとはべつの観点 での重要なマー クポイ ン トとして，当然，生 態的な

観点 におけ るそれがある。 これは属性のすべてにわたるものであ るが，Ｆ目について

みて も，た とえば衣服 の内部 に，スチールや竹製の構造体を もつ ような場合， この概

念 はす くな くとも Ｋ．Ｇ．項で とるべ きで あろう。民族学 の対象 とな る衣生活の生態 は，

概 して いえば工学 的衣服研究の主要対象 よりも範囲がひろい。衣服内部 の構造体に し

て も，ふつ うにはそれ はすで に歴史的 なもの と考え られるのであ るが，民族学的には

今 日で も，世界 の諸地域 に残 存す るので ある１４）。

　歴史的衣服 の地方的残存の別 の例 で，デ ンマー クの農民衣服のひ とつ に， ウエス ト

の切 りかえ部分 に構造的必然性のない ｂａｓｑｕｅ を もつ ものがあ る ［ＰＲＩＭＭＥＲ　 １９３７：

１２］。 この三角形 の突起物はま さしく， １８世紀 ファッションの遺物であ る。 この種の

ものが到底，今 日的な工学的関心 の対象 にな りえないのはやむをえないが，民族学的

論議 のデータ としては，見 おとす ことはで きな い。

　属性 コー ド表の目的は，検索者 の主要 関心事 に，能率的 にサービスす ることであ る。

けれ ども地域的 ・歴史的 に際限のない民族学的関心事項 を，ぬか りな くとりあげ るこ

とは， コー ド表の もつ能率 のための簡潔性 とも，矛盾 する ことにな る。 このあた りに

属性 コー ド表の限界 があるといえよ うか。

１４） た とえ ば ナ イ ジ ェ リア西 部 Ｃａｌａｂａｒ地 方 のｉ祭衣 に ［ＳＨＥＬＬ　Ｃｏ．　ｏＦ　ＮＩＧＥＲＩＡ（ｅｄ・） １９６０：３２，

　 ３３］。 また わ れ われ の 立 場 か らいえ ば ，現 代 で は 用 い られて いな い衣 服 も， 整理 対 象 と しな け

　 れ ばな らな い。
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結 論

標本検索における衣服属性表の位置づけ

　本稿の 目的のなかでのべたよ うに， この属性 コー ド表 は，情報 カー ドの機能 を，衣

服 につ いての専門的見地か ら補 うもので ある。 したがって本表で示 した属性概 念 とそ

の選択，概念構成等 は，将来 一定 の処理を くわえた うえで，情報 カー ドに利用 され る

ことが可能であろ う。

　 しか し本表の より直接 的なね らいは，服装 の専門研究者 の情報検索 のために， より

能率的でダ イナ ミックな方法を，確立する ことにあ る。標本資料 の検索 の場合， これ

を言語 的概念 のみでひろいだす ことは所詮 む りであ るか ら，われわれの仕事の第一歩

は，すべて の衣服標本の，細部 にまで及 ぶ写真撮影 とい う，肉体的労働 か らは じまっ

た。本属性表 のマニュアル検索 の場合は，標本資料整理室 に排架 された，各標本 のセ

ッ ト写真 と，対照検索す ることがのぞま しい。

　 本属性表 における概念構成 は，分類体系ではない。分類的なと らえかたを したのは，

丈 区分のみであ って，たとえば色マークにお いて，使用 されている誘 目色 の数 がい く

つ あって も，それをすべて とればよい し，紫 か赤 かの判断 に くる しむ ときは，両方 で

とればよい。概念 の交錯は， ここでは問 うところではな く，個 々の概念 の意味内容 が

あいまいであ りさえ しなけれ ば，記入 に も検索 にも問題 はない。

　 固有属性中， Ｋ．Ｓ．（ｋｅｙ－ｔｅｒｍ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ）項で コー ド化 した概念 は， とりわけ基本的

な属性 であ る。標 本の衣服名を，私は一切用 いないが，あるていど この コー ドを使 い

馴れ ることによって， コー ドのある組合せ を，特定の衣服 名に読み とることができよ

う。た とえば，Ａ３Ｂ２Ｃ３は，腰までの黒いベス トのタイプで ある。

　 Ｋ．Ｇ．（ｋｅｙ－ｔｅｒｍ　ｇｅｎｅｒａｌ）項 は，　Ｋ．Ｓ．項 を補 うために用 いる。　Ｋ．Ｇ・項 はほん らい

自然語 によ る記入で あるが，本属性表では，指定 された もの（各節 の説 明末尾 に ＊印）

については，統制語 を用 い， と くに指定 しない ものにつ いて も，できるだ け統制語 で

記入す るよ うにつ とめた い。私は本論 の最後の部分 で，属性 コー ド表 の限界について

触 れた。アル ファベ ッ トと数字の組合せ によるコー ドが，あま り複雑 に展開する と，

記入 にも検索 にも能率を欠 く。 しか し一方で衣服標本 の もつ豊 富な情報を， コー ド表

に拘束 されず にとりだす ことは，記入者 にも検索者に も共通す る切望 である。 とすれ

ばそのはけ口は， Ｋ．Ｇ．項以外 にはない。 これまでの記述 にもあらわ れ た よ うに，

Ｋ．Ｇ．項 は統 制語 と密接 にかかわ っていて， この項の利用効率は， シソー ラス によ っ

て大 き く左右 されるであろ う。 コー ド化 の消極的利点は，代表語をえ らぶ悩みだ けは
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回避できる，ということにもあるはずである。

　その，衣服関連シソーラスについては，稿を改めて，考察したい。

　 衣服 属性表　 　 固有属性 Ａ～ Ｆ

　　 Ｋ．Ｇ．

統制語 による指定記入事項

　Ｂ－ｃｍ　　布地の最長辺計測値

　Ｄ Ｏ２一　　 変化組織名　　　　　　　 Ｄ １３一　 汚れの箇所

　Ｄ Ｉ４・　　いたみの箇所　 　　 　　 　Ｄ ｌ５２一 折 目・プ リーツのある箇所

　Ｄ １５３一　 布ののびの箇所

　ＦＯ５・　　 ネックオープニングのスタイル　　ＦＯ６一　カラーのスタイル

　ＦＯ７一　　 袖 （つけ）のスタイル　　　　　　ＦｌＯ一　いせの方法

　Ｆｌ５１一　 あきの留めの方法　　　　　　　　Ｆｌ６一 支持体の種類

ｄｉａｇｒａｍ 展開図あり　 　　　　 　　　　 Ｗ－　 ９「ａｍ・総重量

　　 Ｋ ．Ｓ．

　 コー ド化 して記入す る事項

Ａ． 色 マーク

　　Ｌ 白 　　 ２．ねずみ 　　 ３．黒 　　 ４．赤 　　 ５，茶 と榿

　　６． 黄　　　７．緑　　　　　８． 青　　　９．紫　　　１０． 無地

Ｂ． 丈区分

　　１．～３０　　２．３０～５０　　３．５０～８０　　４． ８０～１２０　　５．１２０～ （ｃｍ）

Ｃ． 形態マ ーク

　　１．パ ンツ ・袴 形式

　　２． スカー ト・腰巻形式

　　３． 円筒衣形式

　　４． 展開衣形式 （え りか ら裾 まで開 く）

　　５． ポ ンチ ョ形式

　　６． さまざまの形の布

　　７． 袖あ り

Ｄ． 布 地特性マ ーク

　　０１１．絵緯 （経） を もちいた織物

　　０１２．耕

　　０１３． うね織

　　０２１．搦組織
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０２２． 綴れ関連組織

０２３．パ イル組織

０２４．その他 の変化組織

０３．　 ニ ット；ネ ッ ト　 　 本 の紐 ・糸 による編 もの

０４．　 プ レイテ ィング ；スプ ラング ；ボビ ンレース ー 二本以上の紐 ・糸 による

　 　 組 もの

０５． 不織布

０６． 刺繍 ；キルテ ィング　 　刺子 ， シャー リング，ｄａｒｎｉｎｇ をふ くむ

０７． 詰 もの ；綿 いれ

０８． やわ らか い材料 のアプ リケー ｒｅｖｅｒｓｅｄ　ａｐＰｌｉｑｕ６ をふ くむ

０９．　 かたい材料の アプ リケー 変 りボタ ン

１０． 縁 かざり一 フ リンジ， レース飾 りなど

１１． 特殊加工糸 ；太 さの均一でない糸一 紬をふ くむ

１２．　 コーティ ング　 　箔，糊つ けをふ くむ

１３．　 よ ごれ ；変色　 　汗 じみ ；退色 をふ くむ＊

１４．　 いたみ一 補修ずみ もふ くめ る＊

１５１． しわ

１５２， 折 目 ；平面的プ リーツ＊

１５３． 布ののび＊

１５４． アイロンがけ

１５５．起毛

１６． 文様名＊

Ｆ． 構造技術 マーク

　　０１１．切 りかえに特色 あり

　　０１２． ウエス トライ ンが切 りかえ線 によって区分されている

　　０１３．袖 山線 に切 りかえあり

　　０２．　 まちを用いている

　　０３．　 縫 目に特色あ り

　　０３２。 ミシンを用いて縫 った箇所 あ り

　　０４． 重ね縫 い ・　 全体あ るいは一部分で二枚 かそれ以上の布 を縫 いあわせて い

　　　　　る。接着 もふ くめる

　　０５．　 ネ ックオープニ ングの タイプ＊

　　０６．　 カ ラーのタ イプ＊

　　０７． 袖 つけが， セ ットイ ン以外＊

　　０８１． 曲線裁 ちの部分あ り

　　０８２．脇線 が曲線裁 ち

　　０８３．肩傾斜 あ り

　　 ０９．　 ダ ーッあ り
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１０１．袖 山以外 にいせ ，のば しあ り＊

１０２．袖 山にいせあ り＊

１１１．袖 山 ・ウエス ト以外 にギャザー，タ ック，プ リーツあ り

１１２．袖 山にギャザ ー等 あ り

１１３． ウエス トはぎ にギ ャザ ー等あ り

１２． 布は し （袖 ロ ・裾 など） の処理 ・縫 い しろに特色 あ り

１３． 布をつまみまたはたたんで縫 いつけた部分 あり

１４。 布 目の扱 いに特色あ り

１５１．身頃が うちあわせ

１５２． うちあわせ の身頃に留 め具 あ り＊

１６． 形を支 持するための別 の構造体 をもつ
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